
春の特別企画展

たまろく水辺の案内所
多摩六都科学館

平成３０年４月２１日(土）
15時00分～16時00分

石神井川を清流に
西東京にホタルを再び！

MeC西東京(メックニシトウキョウ）

代表 末光 正忠（すえみつ まさただ）



活動事例紹介

•自己紹介 MeC西東京はどんなグループ

•活動の基本的な考え方
•石神井川と清掃活動
•西東京市での活動
•東京ホタル会議に参加、事務局となる



MeC西東京(メトロポリタン・サークル）

• 当初、NPO法人MeCが立川市でスタートした。

• その支部の一つとして、西東京市で地域活動を開始し
て、今日に至っている。

多年にわたり社会で活躍してきた中高年の経験と実
績を基に、何か地域に貢献できるような活動をめざし
ている。併せて自分自身の生きがいを創出する

• 石神井川の定期的な清掃活動
毎月第１土曜日午前１０時-１１時 弥生橋付近

会員は、１５名 いつも活動している６～７人

７０代～４０代 年に１回CSRで７０名参加

• 環境をはじめ、市民生活に役立つ講演会の開催



取り組む環境活動の基本

• 基本的コンセプト
考え方は地球規模で（ｔｈｉｎｋ ｇｌｏｂａｌｌｙ）

行動は足元から （ａｃｔ ｌｏｃａｌｌｙ）

• この言葉を自分なりにどのように実践していくか？

• 今までの活動が、目的別で広範囲、地域とのつなが
りが希薄であった。

• 反省→地域（宝庫－樹木、草花、水辺、畑、農場、公
園そして石神井川）を見直す。

• 石神井川が汚れている。ゴミの散乱



東日本大震災の復興支援を協議する
NPO法人MeCの会員による定例会







石神井川の現在

• 東京の中北部を流れてる一級河川（東京都の管理）

都内中小河川で比較的規模の大きい河川になる。

荒川と多摩川に挟まれた武蔵野台地、淀橋台地、豊島台地

水源-小平、西東京、練馬、板橋、北

長さ２５．２㎞ 流域面積61.6㎢ 高低差85m

• 石神井川河川整備計画 計画の基本理念

１.洪水対策―より安全な河川整備

2.公園等との一体整備―親水整備

3.自然河床整備生物の多様性の創出

計画期間―」平成16年より30年間

• 西東京市（15.85 ㎢） 石神井川が西から東へ4.2m、流域面積8.8 ㎢

白子川、新川、田柄川―隣接千川上水

• 武蔵関公園~東伏見石神井緑地~都立東伏見公園

水と緑のネットワークづくり 下野谷遺跡公園







西東京市内の石神井川（弥生橋）を毎月第一土曜日
午前に清掃活動するMeC西東京の会員



設置データ：サンヨーＨＩＰ-Ｆ4781 3.75ｋｗ
真南より97度西（40％）、 83度東（60％）傾斜角14度

発電実績 年間発電量
ｋｗｈ 発電指数

平成20年
19 3,433 97
18 2,993 94
17 3,329 97
16 3,445 97
15 3,032 95
14 3,323 100
13 3,423 103
12 2,786 95 1月全モジュール交換
11 2,667 93
10 2,247 91



石神井川に入り、ごみを収集する会員



企業のCSRで石神井川の掃除に参加する若い人々



石神井川清掃に協力する企業のCSRボランテイイア





環境対策住宅と生活スタイル
• 木質系パネル企画住宅（全国に数万棟）築29年

• 壁、床、天井に断熱材をいれた（５０ミリ）
• 窓は複層ガラス（ペアガラス）冬は断熱シートを張る。
• 雨水は、地中に戻す。一部タンクにためて使用する。
• 風呂の残り湯で洗濯、合成洗剤は極力使用しない。
• 風呂に入るとき石鹸は、３日から４日に１回使用。
• 電気器具は、インバータのもの（省エネ）
• 生ゴミ処理機設置、 紙ごみはリサイクルに

• ブロック塀を生垣に、樹木の保存、緑のカーテン
• 水道は、節水コマを入れる。トイレは節水型。



石神井川の現状



社記事い

井川



コンクリートの３面張り





昭和の初めころの水田風景-田無



石神井川の川ざらい-１９６５年



東伏見の加藤さん

• 昭和４年ころ川幅3~5m、深さ子どもの膝くらい、水量は多く
ない。水はきれいでトンボやホタルが飛び交い、タニシがよく
いた。この一帯はヨシが茂る沼地で、そこら中から水がポコ
ポコと湧き出ていた。低地で田んぼがありました。田無にも
ずいぶんとあったが、湧水で稲にとって冷たすぎるので、実
りはよくなかった。

向台の尾林さん

川幅は、狭く流れも緩やか、一度雨が降ると増水で深くなり、幅
が広がり、橋も水没してしまう。田無小学校に通うとき低学年は
、上級生におんぶしてもらい、橋を渡っていた。水はきれいで、
鯉や鮒、どじょう、シジミなど、ホタルも多く生息していた。



地元公立小学校で講義

•小学4年生2クラス80名に出前講義

•地球温暖化についての現状説明
•今後水が貴重になることを説明
• そのために地元に流れる？第1級

河川石神井川を清流に

ホタルを呼び戻すために清掃活動の大切さ

川のそばに縄文遺跡公園のある意味



平成19年度事業 講演会・WS 3回

•第1回 講演会「温暖化地獄からの脱出」

•講師：山本良一東京大学教授 参加者70名

• ワークショップ：「西東京市にホタルを再び」

•第2回 講演会「よみがえる森“足尾”に“緑”

を育てる」

•講師：小野崎敏日鉄鉱業名誉顧問 62名

• ワークショップ：「身近な環境の再生を！」



山本良一東京大学教授の危機感あふれる講義



足尾に緑を育てる 小野崎敏日鉄鉱業名誉顧問



◆ビデオと講義で足尾の
緑の復活を目の当たり
に

「身近な環境の再生を！」
の ワークショップで討
議



•講師：柴俊男玉川上水の自然を考える会代表
•第3回 講演会｢ホタルがよみがえるまで」
参加者35名

• ワークショップ：「西東京市にホタルを再                  
び！」

◆ 玉川上水のほたる復活に注目する参加者
                                                                                                     ◇ 「西東京にほたるの再生を！」のワークショップで討議



７月は「河川愛護月間」です。

• そして、国土交通省は平成８年度から、
７月７日を 「川の日」と定めています

• ７月７日は七夕伝説の「天の川」のイメージが
あること

•季節的に水に親しみやすいこと

• これからもみんなで地元の川を大切にして、
清流復活、ふるさとの里川にしましょう！



ご清聴感謝いたします。
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